





























































を立てた。それは「聖の道」 （儒教）と「医術」はその根本は一つだというものである。ゆえにその堂名を 「一本堂」 と謂う）
と記している。修庵が素 （ 『素問』 ） 霊 （ 『霊枢』 ） を批判し、 聖道 （儒）と医術が一本であるとしたことを東涯も認めていたのであるが、その評価に至る経緯は決して平坦なものではなかったであろう。
修庵が伊藤仁斎に傾倒したことは、古義学にも傾倒していたこと
を意味する。そこで、宋代の李朱医学を批判し、 『素問』 『霊枢』すら批判し、 『傷寒論』の昔へ戻ることを提唱したのである。彼の出版した『小刻傷寒論』は「江戸中期の医書の最大のベストセラー」と言われている
⑵
。ゆえに、彼の一派を「古方家」と言い、中国の最












































亜戦争の昂揚感のまま「儒醫は国家を治す 志をもつて醫を行ずる」という結論に様々な事例を牽強付会したものである。事実は、並河天民が吐露した「儒学では食べて行くことができないので医を兼ねるのだ」という証言あたりが儒医の偽らざる実態 あった だろうと思われる。
その流れを受けて、伊藤仁斎の有名な 儒醫辨」 （寛文四年甲辰
六月初二日）が書かれた。そ 中で仁斎は、
甚哉。人之竊名而欺俗也。物已定。而文飾之以求衒于人。道已定。而糚點之以求售于世。其價不可増 譏笑隨之。豈非惑乎。世俗有儒醫之稱。蓋醫而窺儒者。自恥其爲小道。且與巫覡賤工伍。而竊欲列于儒。以表見其名。其事固卑陋蕞 。無足深辨者矣。然世之貪汚卑屈 懐欲無厭。屢試不第。抑鬱迷昧 不能自立者 多逃儒而歸之。則固不可不爲 道之害焉。斯吾之所患也。（甚だしいかな。人の名を竊みて俗を欺くなり。物已に定りてこれを文飾して以て人に衒ふことを求む。道已に定まりてこれ
― ―29




















































昔有人問陶隠居。 「吾欲註『周易』 『本草』 、孰先」
昔、ある人が陶淵明に尋ねた、 『易』と『本草』のどちらを先に




唐子西記『易庵』 、不然其説曰、 「註『本草』誤、其禍疾而小。註『六経』誤、 其禍遅而大。隠居知『本草』之爲難 而不知『経』尤爲難」（唐の子西は『易庵』にその説が正しくないとして記して曰く、「 『本草』を註して誤るは、その禍は疾にして小。 『六経』を註して誤るは、その禍遅にして大。隠居は『本草』の難なるを知りて、 『経』 も爲り難きことを知らず」と）
東涯はこの子西の説を大いに支持するが、結局は、 「子西氏之所
― ―31



























人や『北窓瑣談』作者の橘南溪は修庵の信奉者であったから「殊勝」と好意的に捉えるが、必ずやからかいの対象とする愚弟子もいたであろう。 『本草妓要』の はその後者 一人ではないだろう 。
そもそも、修庵の医学書と『増訂本草備要』という清の本草書を




















































































































という医書の記述を寄せ集めたものなのである。 「明清妓家者流、世に阿る」は、修庵なら「明清医家者流、世に阿る」と語るべき所である。その明清医学を否定してい 修庵の言説が、清代の『本草備要』のパロデイとして展開されるとは、泉下 修庵も驚きであっただろう。
修庵については、明和七年の南川維遷『閑散余録』では、
京都ノ人ノ諺ニ、宇野三平ガ出テ歩行ト、香川太冲ガ病者ヲ治セルト、谷左仲ガ文章ヲ撰ルト、此三ヲ見タル人ナシトイヘリ





































大坂篇』 （ぺりかん社、二〇一三年） 、 『医学
― ―34
書の中の「文学」 』 （笠間書院、二〇一六年） 。
⑵
　「座談会
　
香川修庵を語る」 （ 『漢方の臨床』
44―
5、一九九七年五月） 。
⑶
　
金文京「明代萬暦年間の山人の活動」 （ 『東洋史研究』
61―
2、二〇〇
二年二月）など。
⑷
　
引用は『近世思想家文集』 （岩波書店、日本古典文学大系
97、一九六
六年） 。
⑸
　
町泉寿郎「香川修庵の 儒医一本」の儒について―『大学叢』を中心
として―」 （ 『日本医史学雑誌』
44―
1、一九九八年三月）の冒頭に簡単
な従来の研究史が載せられている。
⑹
　
高山大毅『近世日本の「礼楽」と「修辞」 東京大学出版会、二〇一
六年） 。
⑺
　『漢方研究』
3―
14（一九六九年） 。
⑻
　
前掲⑵「座談会
　
香川修庵を語る」 。
⑼
　「都賀庭鐘」 （ 『国文学
　
解釈と鑑賞』
59―
8、一九九四年八月） 。
